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要旨 : 
川崎製鉄は千葉，水島両一貫製鉄所の建設，運営を通じて培ってきた計画，設計，施工，

保守といった鉄道に関する技術をもとに国内外の鉄道建設プロジェクトに参画してきた。

特に，インドネシア，フィリピンといった東南アジアでは土木，建築，軌道，電気，信号，

通信，機械といった鉄道システムを構成する専門技術を包括した一括発注型鉄道プロジェ

クトを実施してきた。本報でわ，川崎製鉄の鉄道建設技術の沿革・展開を紹介し，インド

ネシアで実施した一括発注型鉄道プロジェクトでの例を引きながら，鉄道システムの設備

構成を概説するとともに，鉄道システムの特殊性を考慮した鉄道設備のエンジニアリング

とその建設について述べた。 

 
Synopsis : 
Kawasaki Steel has executed several railway construction projects, both in Japan and 
overseas, based on the construction experiences of its own integrated steel mills which 
included railway systems for bulk materials transportation. This report describes 
Kawasaki Steel’s development of railway construction and engineering and railway 
systems for tracks, electric facilities, signals and telecommunication, by referring to 
executed projects for Indonesian National Railways. 
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